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研究成果の概要（和文）：「三行提報システム」について、ネオ・サイバネティクス系組織学習論のHACSモデル
の援用により、組織構成員の認知的観察の統合、意思決定者の現状の具体的イメージの獲得可能性、また労働範
囲の認知と責任問題の範囲の理解も促進されるという仮説を提議した。
　また「ビジネス顕微鏡」について、HACSモデルからの検討により、組織構成員の幸福感の認知状況の疑似的創
出可能性を提議した。さらに「LINE WORKS」のコミュニケーション構造がHACSモデルで説明可能であることを主
張した。

研究成果の概要（英文）：Firstly, by employing the HACS model (organization learning theory of 
neo-cybernetics), I asserted the hypotheses (organization would acquire the concrete images about 
social realities, and getting labor images and how responsibilities about organizational behaviors 
should be considered) on “Sangyo Teihou System”. Secondly, regarding “Business Kenbikyo”, I 
asserted the possibility of letting emerge the happiness of labors in the perspective of HACS model.
 Finally, I asserted that the communication structure of “LINE WORKS” could be explained by HACS 
model. 

研究分野：組織学習論

キーワード： ネオ・サイバネティクス　基礎情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 いわゆる「身体論」にもとづく学問営為の
再構築を図る「ネオ・サイバネティクス」
（Neo-Cybernetics）の組織論への展開は、
日本国内では野中郁次郎の『知識創造理論』
が代表的研究となる。この理論は組織の「場」
から情報が生成され、コミュニケーションが
形成されるものとされる。 
この応用研究として、日本国内では、組織
を「装置」と「行為空間」として検証した牧
野丹奈子（2002）の「経営の自己組織化論」
がある。また近年では西垣通（2008）がこの
分野の先導的立場にあり、応用研究が進んで
いる。海外では、Argyris、 Chris（1974、 1976、 
1996）が先導的立場で、理論的/実証的立場
から研究を進めた。Argyris 系・組織学習論
の問題意識に非常に近いのは、Niklas、
Luhmann(2002) の オ ートポイエーシス
（Autopoiesis）概念にもとづく組織学習論
であり、この理論枠組みに関する応用研究は、
コペンハーゲン・ビジネススクールの研究者
によって積極的な応用研究として成果が出
ている。このようにこの分野は積極的に研究
が進められていることが分かる。 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は、端的にいえば、「ネオ・サ
イバネティクス」の概念と「Argyris 系・組
織学習論」を統合的に扱うことによる組織コ
ミュニケーションの効果を検討することに
ある。 
 
(1)ネオ・サイバネティクスとは  
ネオ・サイバネティクスとは、「自己言及
性」「再帰性」「自律性」「閉鎖性」「環境の自
己決定性」などを基本概念とする社会システ
ム理論の新潮流に対する呼称である。
Maturana、 Varela（1980）、 Foerster（1992）
らの生命科学の理論にもとづく、情報の対す
る認識論を、Clarke と Hansen（2009）がネ
オ・サイバネティクスと命名した。 
 
(2) Argyri 系・組織学習論とは 
Argirys 系・組織学習論とは、「組織構成員
の自由で十分な情報選択」、「組織構成員の心
理観察」、「組織の作動の絶えざる監視」、こ
れら観点を主要論点としている。つまり組織
構成員をひとつの生命システムと位置づけ、
システムが情報を認知し、組織的にコミュニ
ケーションを形成していくプロセスを重要
視している。 
 
(3) 上記の(1)、(2) を統合的に検討する 
学術的意義 
(1)の理論的前提にもとづき、(2)の組織コ
ミュニケーションを検証できれば、生命科学
の理論にもとづく、組織構成員の情報に対す
る認識、コミュニケーションの形成過程を分
析可能となると考えられるのである。ここに
(1)、(2)を統合的に検討する学術的意義があ

ると考えられる。本研究は、生命科学の理論
にもとづく情報の対する認識論およびその
コミュニケーション形成のプロセスを、組織
学習の中で展開しようとするものである。こ
れが学術的特色・および独創的な点であると
考える。Argirys 系・組織学習論の系統を展
開するUmpleby＆Dentは以下のことも述べて
おり、ネオ・サイバネティクスにもとづく組
織学習論は、本質的には、構成主義・情報論
にもとづく検討がほとんど確認できず、本研
究がその試みを進めることに独創性がある
と考える。 
 
「学習組織のグループや統合的品質管理
のグループの人々も構成主義的サイバネテ
ィックスに合致した考えを推し進めている。
…（著者省略）…しかし彼らは，組織の動き
をより効果的にしようという実際的な問題
に興味があるので，認識論や哲学については
強調したがらない。彼らは効果的なコミュニ
ケーションには興味があるけれど，依然とし
て実在論の態度をとりがちである。しかしな
がら，効果的コミュニケーションへの関心は，
おそらく結局はコミュニケーション研究の
すべての伝統を主観主義的認識論の方向へ
といざなうことになるだろう」（Umpleby＆
Dent（1999）（邦訳：『サイバネティック・ル
ネッサンス』，29p．） 
 
３．研究の方法 
本研究は、ネオ・サイバネティックス（構
成主義的・情報論）を「Argyris 系・組織学
習論」に応用した場合に初めて明らかとなる
組織現象（生命科学理論にもとづく情報の対
する認識とコミュニケーションの形成過程）
およびそのコミュニケーション形成におけ
る組織的意義を検証するものであった。『基
礎情報学』（西垣通、 2008 ） の HACS
（Hierarchical Autonomous Communication  
System：階層的自律コミュニケーション・シ
ステム(注①)）を、組織現象の検証モデルと
して使用し、定量系調査を実施する予定であ
った。 
 
４．研究成果 
 研究計画として調査対象となるシステム
を運用する企業への定量系調査を予定であ
ったが、事務手続き等の問題があり実施には
至らなかった。そこで代替的検討手段を採用
することとなった。本研究で調査対象となっ
ているネオ・サイバネティクス概念にもとづ
く組織コミュニケーション・システムの理論
的・実践的 意義を検討した。主に以下の３
点が成果である。これらは国内外において先
進的な検討であり、独創性・先進性があると
判断される。 
 
（1）「三行提報システム」のネオ・サイバネ
ティクス的意義 



「三行提報」（正式名称：会社を良くする創
意・くふう・気付いたことの提案や考えとそ
の対策）は、（株）サトーの社員が、会社へ
の改善提案、施策提案、共有すべき良い情
報・悪い情報などを三行・127 文字で、毎日、
経営トップに直接報告する同社独自のナレ
ッジ・マネジメント・システムである（辻本
2012）。このシステムは、初期の「組織学習
論」（Organization learning theory）の代
表的学説に強く表現された問題意識、つまり
「組織構成員の自由で十分な情報選択、組織
構成員の心理観察、組織の作動の絶えざる監
視」を、先進的な IT ナレッジ・マネジメン
ト・システムとして実現させたことに意義が
ある（辻本  2012）と考えられ、これは HACS
の実現であり、組織の構成員におけるコミュ
ニケーションの生成においては、人間と機械
の相補的形態を形成し、組織の生命的な活性
度（組織構成員の動機付けの向上や、組織コ
ミットメント意識の醸成）を上げていると考
えられる。これは“人間・機械”複合系の実
践によってオートポイエーシス性を具現し、
初めて実践可能となるナレッジ・マネジメン
ト・システムであり、「生命的組織」（vital 
organization）として、環境変化へ適応しつ
つ生存活動を続けるものであると主張する
ものである（辻本  2012）。これは Argyris 
系・組織学習論が理念とする組織のコミュニ
ケーションを先進的に実現していると考え
られる。 
 本研究では、上記 2012 年の研究成果を発
展的に検討した。検討の成果は以下の 2点で
ある。 
 
①「三行提報システム」とネオ・サイバネテ
ィクス -労働輪郭線の描写、責任分界点
の融解-」（辻本 2015） 

＜労働輪郭線の描写＞ 

社員は自分と環境を客体化した際に自分 
が働きかける空間と自身の間に、自己責任で
実施する労働の「輪郭線」（労働輪郭線）を
描くことになる。これは組織を構成する社員
の自己決定的行為／自己言及的／再帰的に
観察する行為であり、詳細に機能要素を列挙
すると、「自己言及性」「再帰性」「自律性」「閉 
鎖性」「環境の自己決定性」、これらの要素で 
形成される労働形態と言える（辻本 2015）。 
このシステムは社員の日常的思考を間主 
観的（inter-subjective）な情報へと昇華させ、
組織的共有が可能なレベルまで可能な限り
客観化させている、これは組織の知識形成に
おける一つの技術的優位性を示していると
考えられる（辻本 2015）。三行提報システ 
ムは、この様な知識の先進的な共有化を図っ 
ていると考えらえる。 

＜責任分界点の融解＞ 
 また、本システムは、リスクの未然察知機 
能が働いていると報告されている。悪い情報、 
不透明な情報などリスクにつながる情報も 
提出されることから、リスクが現実のものに 
なる前に、未然に防ぐことができるとされて 
いる（辻本 2015）。これは企業が道義的・倫 
理的行動を推進するという考えの「企業統 
治」（コーポレート・ガバナンス）の機能が 
働いていると考えられる。各社員の責任範囲 
や部署レベルの責任範囲が明確でありなが 
らも、他の個人や部署レベルの責任範囲まで 
越境的に介入している行動が認められるか 
らである。これはある意味で責任分界点が融 
解していると考えられる（辻本 2015）。責任 
関係の明示的な圧力に組織が侵食されない 
メリットであるとも考えられる。 
 
②「三行提報システム」の基礎情報学的解釈
と仮説設定（応用可能性）」（辻本 2017） 
Argyris 系の組織学習論は、組織構成員の  
情報選択行動をその主体の外から観察する 
ことを前提とするが、HACS モデルは、当該組 
織構成員を観察する者が、当該構成員の認知 
領域まで入り込むことを試み、情報の発信 
者が何を具体的にイメージしているかを検 
討するところ まで入り込んでいる。つまり 
「二次観察主体≒一次観察主 体」という構 
図を組み立てる可能性を帯びてくる（辻本  
2017）。一次観 察者（組織構成員）が報告し 
てくる物事は、あくまで断片 的な情報であ 
り、その情報を受けた人間は断片的イメージ  
しか抱くことができない。つまりこれは 
Argyris 系の組織 学習論の限界であると考 
えられる（辻本 2017）。 
上述した（辻本  2012）の先行研究により、
三行提報システムは、基礎情報学の HACS モ
デルを限りなく具現していることが検証さ
れているが、一次観察者 （組織構成員）が
自身の労働環境や個人的な生活環境を振り
返って報告する事象は具体的なイメージを
帯びると考えられるため、意思決定者は組織
構成員が体験するリアルな状況を理解でき
る様になるのではないか（辻本 2017）。この
仮説設定により、このシステムに関して更な
る学問的意義（応用可能性）が見込まれる。 
 
（２）「ビジネス顕微鏡」のネオ・サイバネ
ティクス的意義（辻本 2017） 
 日立製作所が開発し、実証実験を続けてい
る「ビジネス顕微鏡」（ウェアラブルセンサ）
を取り上げ、ネオ・サイバネティクス／HACS
（基礎情報学）の視点から、コミュニケーシ
ョン構造をあぶり出す為の試論が提出され
た。ビジネス顕微鏡は、身体運動と幸福感と
の相関性が指摘されていたが、どのような状



況、環境、または場所において幸福感を得た
のか、記録する必要がある。ポイントは、① 
環境を観察する主体が存在する。② その主
体がどのような状況、環境、または場所にお
いて幸福感を得たのか（つまりどのような機
能的分化システムに拘束・制約を受けたの
か）、記録する主体がある（二次観察システ
ムが存在する）（辻本 2017）。これら二つの
主体の機能によって、幸福感が得られる源泉
を探索できると考えられる（辻本 2017）。 
これらの身体的記録をデータベース化し
幸福感を得る状況を意図的／疑似的に実演
すれば、幸福感を再生産できる可能性も考え
られる。 
 
 
（３）「LINE WORKS」のネオ・サイバネティ 
クス的意義（辻本 2018） 
ワークスモバイルジャパンが提供するビジ
ネス・コミュニケーション・ツールである
「LINE WORKS」（ビジネス版 LINE）のコミュ
ニケーションの構造がネオ・サイバネティク
ス系組織学習論の HACS モデルで説明可能で
あることを主張したものである。LINE WORKS
の中で、スタンプを織り交ぜながらのやり取
りで、伝えたいことの温度感（感情）がより
リアルに分かる。「ラインスタンプ」の使用
により、非言語的な意思・気持の提示がある。
（グループメンバー、管理者がその意図を読
み取ろうとする：客観化/理解可能な形にし
ようとする）（スタンプ使用の背景には「問
いに対する意思表示」の他に、「対話相手（グ
ループ）との距離感/関係性を良くしたいと
思う気持ち、これらの表現」という重層的意
味合いがあるのではないか）（辻本 2018）。
これら一連の仮説を提出した。これらは、一
時観察者を観察する者（二次観察者）で構成
される HACS モデルで説明可能であると考え
られる。 
 
 
＜注＞ 
① 「HACS」とは、社会における上位システ
ムと下位システムの複合モデルとして理
解される。上位システムは下位システムを
拘束し、制約条件も同時に与えるシステム
となる。たとえば「会議システム」を考え
た場合、上位システムは「会議」というシ
ステムで、下位システムはその拘束と制約
を受ける参加メンバーとなる。 
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